
  

                              

 

 

 

新しい年が明けました。本年もよろしくお願いします。 

令和７年、巳年がスタートしています。巳(蛇)について調べてみると、巳(蛇)は豊穣神・天候神として信仰の

対象とされてきたようです。また、脱皮を繰り返す蛇は「生命力や再生、進化」を連想し、不老長寿や強い生命

力に繋がる縁起のいい動物とも考えられています。植物に種子ができはじめる時期、次の生命が誕生する時期

等、新しいことが始まる年になるとも言われています。 

人が成長するためには、過去の自分を脱ぎ捨てて、新たな自分に

なることが大切であるという教えがあります。３学期を迎え、子ども

たちの成長のために、保護者や地域の方々、全教職員で新しい挑

戦や変化に対して前向きな姿勢を示せる学校づくりを推進していき

ます。引き続き、保護者や地域の方々には、学校教育に対してご理

解とご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

3 学期の始業式  
  1月８日に始業式を行いました。子どもたちには次のような話をしました。 

子ども達が真剣に話を聴く態度から、新年に当たっての意気込みや成長を感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田小学校だより  
1月号 令和７年 1月２０日発行 

文責 校長 青砥 玉枝 

学校教育目標 

『しなやかな感性をもち、 

真剣に学び、 

未来に向かう島田っ子の育成』 

 

今日から３学期です。今年度の「まとめの３学期」です。6 年生にとっては 47 日、1～5 年生は 50 日

の 3 学期です。特に 6 年生は小学校生活の締めくくりの学期でもあります。大切な仲間と 一緒に過ごせ

る日も限られていると思うと、一日一日を大切に過ごしていってほしいです。 

そして、3 学期には、まとめの他にもう一つの大切な意味があります。それは、「準備の０学期」です。次

年度に向けての準備を行う０学期の意味があります。気持ちよく令和 7 年度の 1 学期をスタートするために

は、準備としての０学期がとても大切です。心の準備をしておくことも大切ですね。 

一つ上の学年になるということは、どんな姿で過ごしていくことなのでしょうか。 

その時思い出してほしい言葉が、入学式の時にお話した言葉「ありがとう」です。潜在能力研究家の故・

小林正観さんが発見した「ありがとうの法則」があります。小林正観さん次のような実験をしています。２つ

のペットボトルの一つに「ありがとう」、もう一つには「ばかやろう」と書いて水道水を入れ、一晩おきます。そ

の後、水を凍らせて結晶を撮影すると、「ありがとう」と書いたペットボトルの水道水には、宝石のような美し

い結晶ができ、「ばかやろう」と書いたほうは、かわいそうなくらい無残に変形してしまうそうです。自分で確か

めたわけではないので、真偽のほどはわかりませんが、「ありがとう」という言葉には、不思議な力があること

は、間違いないところです。 

一人一人にとって幸せな 3 学期にしていくためにも「ありがとう」の言葉の力を信じて、日々使っていって

くれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

さわやかネットの皆さんに見守られて登校 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

３年～６年 書初め 

冬休みに、毛筆による書初めに挑戦した 3～６年生。各

教室には、一生懸命書いた文字が並んでいます。 

2月 18日午後は公開日です。 

【授業・学校評価の結果説明・学級懇談】 

授業公開では、お子様の学習の様子をご覧いただ

き、成長している姿をたくさん見つけてください。 

また学級懇談までの時間で、学校評価の結果説明

等の時間を設定しています。 

日程については、改めてご案内します。 

多くの方のお出かけをお待ちしています。 

＜1 月・2 月の主な行事・活動予定＞ 

1月 24 日 特別支援学級合同作品展[ふれあい

広場]～1/27 迄(アルテピア) 

     なわとび集会 1 回目 

  31 日 中学校一日入学・説明会(６年) 

２月 ３日 ストーリーテリング(高学年) 

   ４日 ストーリーテリング(中学年) 

 スキー教室(５，６年) 

   ５日 島田小学校一日入学・説明会 

   ６日 ストーリーテリング(低学年) 

   13 日 児童総会 

   14 日 なわとび集会 2回目 

   18 日 授業公開日・懇談会 

    20 日 島田小学校第１回運営協議会 

島田っ子の活動(HP には、この他の記事も掲載しています) 

なわとび集会に向けて仲良し班で練習 
1 月 26 日に体育委員会主催で第１回なわとび集会が

行われます。集会を前に、業間休憩には仲良し班毎に練習

が始まっています。 

 ～青砥の「コーチングから考えるコミュニケーション」コーナー～ 

 その言葉、子どもを力づけていますか？ 

よかれと思って伝えている言葉、その言葉は本当に子どもを力づけていますか？ 

今回は、２種類の言葉を対比して記載してみました。 

「なぜ、できなかったの？」   → 「うまくいかなかった理由は何だと思う？」 

「なぜ、そんなことをしたの？」 → 「何をしようと思ってそうしたの？」 

「勉強しないとどうなると思う？」→ 「勉強したらどんないいことがあるかな？」 

「このままでいいと思ってるの？」→ 「どうなりたい？ どうすればいいかな？」 

「準備はできた？」   → 「今、どこまでできてる？」 

「やる気あるの？」   → 「今日の頑張りは何点くらい？」 

「国語はいいけど、算数をもうちょっと頑張らないとね」 

→「国語、良くやってるね。本当にあなたにはやれる力があるよね」 

→の後に示した言葉を大人が多用していくことで、子ども達の物事の考え方や捉え方は、確実に『肯定志

向、未来志向』になっていくのではないでしょうか。「自分は大切な存在として扱われている」「自分と未来

には可能性がある」と実感できれば、子ども達は自己肯定感を高め、どんどん自発的、意欲的になっていき

ます。お子さんにどんな言葉を伝えていますか？       (「言葉ひとつで子どもが変わる」石川尚子著参考) 


